
（地域部活動推進事業）

朝日町立朝日中学校

所在地

運営主体

事業目標

【関係団体一覧】

団体名

朝日町体育協会

競技協会

ひすいスポーツクラブ

朝日町スポーツ少年団協議会

文化・芸術関係者

朝日中学校

朝日町教育委員会

朝日町文化・体育振興公社

活動場所

活動概要

成果報告書

富山県朝日町

朝日町型部活動コミュニティクラブ

・学校における文化・芸術部活動に要する労働時間の削減を図ることによる教員の
  負担軽減
・学校と地域人材（指導者）とが連携・協力した地域部活動のあり方を検討
・将来に渡って持続可能な地域部活動運営に係る費用負担の内容及び支出等の
  あり方の検討

朝日町立朝日中学校

   地域と学校が連携・協力した「朝日町型部活動コミュニティクラブ」を設立・運営し、
学校教員の負担を減らすと共に、地域住民の協力を得て、生徒のスポーツ、文化・
芸術環境を充実させるとともに、生徒の自主性・主体性を尊重した多様な活動がで
きる場を提供する。

団体・組織等の連携

本事業における関わり方

クラブ活動（教室）の実施

クラブの統括、実行委員

実行委員・クラブ指導者の派遣、クラブ活動の実施

実行委員、部活動顧問との協働・連携・協力
顧問教諭の兼職兼業による指導参加（クラブ指導員）

施設利用調整

事務局

指導者派遣

吹奏楽指導者



○本事業による成果

・地域クラブへ移行する取り組みについて、指導者、教員、生徒、保護者アンケートにおいて、「良い」
　「やや良い」など肯定的な回答が高い割合を占めた。

・生徒からは、指導の充実、体力・技術の向上について、ほとんどの生徒が「とても感じる」「やや感じる」と
  答えている。
  【吹奏楽部：北陸大会へ初出場で銅賞】

・教員の超過勤務時間の状況（R.3.5～12月）　※令和元年度との比較
  【休日】　77.7％の減
  【平日】　6.5％の減

Ｒ元 Ｒ３

教員の超過勤務時間の状況

【R3.5～12月】

休日

平日



参加者
（予定人数）

募集方法

指導者

移動手段

活動費用

スケジュール

保険加入等 ・スポーツ安全保険への加入

・学校での通知

・外部指導員（打楽器）　1名
・外部指導員（管楽器)　１名
・教員（兼職兼業)　1名

・中学校での活動のため移動なし

・指導者謝金
・スポーツ安全保険　生徒：800円　指導者：1,850円（６５歳以上：1,200円）

基本活動
・週１～３回（平日１～２回、休日１回）
　　　　　　　　　　※上記以外の日は学校部活動として実施。

・1年生　8名　　・2年生　3名　　・3年生　10名
・今後の予定人数　20名

・活動日誌により、指導状況等について、地域クラブ指導者と学校部活動顧問とで情報共有している。

○運営上の工夫

・学校部活動及び地域クラブの活動の施設利用等について、情報共有ソフト（Teams）を利用して、学校、
  教育委員会、体育施設管理者で情報共有をしている。
・地域クラブ指導者、学校部活動顧問、町教委との全体調整会議を開催し、活動により生じた課題等の
  解決に向けた　協議をしている。
・地域クラブに参加するにあたり、参加申込書において保護者より保険への加入及び緊急連絡先の使用
  の同意を得ている。
・地域クラブごとの緊急連絡網を作成。（指導者、顧問、学校、教育委員会等）

○継続的な運営に関する課題

・吹奏楽部については学校以外での指導となると、楽器等の運搬が必要となる。
  (会場の確保、運搬作業及び費用等)
・学校での活動となると、専門的指導者の方には、施設管理(学校の出入り等)や楽器の管理までお願い
  することができない。
・指導者の確保が難しい（全く朝日中学校と関わりのない方にお願いするというのは、抵抗がある)

○令和5年度からの学校部活動の段階的な地域移行に関する方針・計画

・吹奏楽部については、楽器の運搬や活動場所の確保が難しく、中学校での活動に限られる場合が多い。
　しかし、校舎使用には施設管理が伴うため、顧問教員が兼職兼業で関わらざるを得ない状況である。
　→令和５年度以降は、退職した教員経験者に施設管理の業務を依頼するなど、指導者以外の人材を確保
　し、専門の指導者が指導に専念できる体制を整える。

○生徒への指導に関する工夫



【活動の様子（写真添付）】


